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 本評価書は、消費者安全法第 24 条第 1項に基づき、消費者安全調査委員会に

より、生命身体に係る消費者被害の発生・拡大防止や被害の軽減を図るため事

故の発生原因や被害の原因を究明することを目的に、国土交通省社会資本整備

審議会昇降機等事故調査部会が行った調査等の結果を評価したものである。 

なお、消費者安全調査委員会による調査又は評価は、事故の責任を問うため

に行うものではない。 
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消費者安全調査委員会による評価 

 

消費者安全調査委員会1（以下「調査委員会」という。）は、消費者安全法

に基づき、生命又は身体の被害に係る消費者事故等の原因及びその事故によ

る被害発生の原因を究明し、同種又は類似の事故等の再発・拡大防止や被害

の軽減のため講ずべき施策又は措置について勧告又は意見具申することを

任務としている。 

調査委員会の調査対象とし得る事故等は、運輸安全委員会が調査対象とす

る事故等を除く生命又は身体の被害に係る消費者事故等である。ここには、

食品、製品、施設、役務といった広い範囲の消費者に身近な消費生活上の事

故等が含まれるが、調査委員会はこれらの中から生命身体被害の発生又は拡

大の防止を図るために当該事故等の原因を究明することが必要であると認

めるものを選定して、原因究明を行う。 

調査委員会が選定した事故等について、既に他の行政機関等が調査等を行

っており、これらの調査等で必要な原因究明ができると考えられる場合には、

調査委員会はその調査結果を活用することにより当該事故等の原因を究明

する。これを、「他の行政機関等の調査等の結果の評価（以下、「評価」とい

う。）」という。 

この評価は、調査委員会が消費者の安全を確保するという見地から行うも

のであり、他の行政機関等が行う調査等とは、目的や視点が異なる場合があ

る。このため、評価の結果、調査委員会が、消費者安全の確保の見地から当

該事故等の原因を究明するために必要な事項について、更なる解明が必要で

あると判断する場合には、調査等に関する事務を担当する行政機関等に対し、

原因の究明に関する意見を述べ、あるいは、調査委員会が、これら必要な事

項を解明するために事故等原因調査（以下、「自ら調査」という。）を行う。 

上記の自ら調査と評価を合わせて事故等原因調査等というが、その流れの

概略は図のとおりである。 

  

                                                  
1 消費者安全法（平成二十一年法律第五十号）の改正により平成 24 年 10 月１日、消費者庁に設置。 
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図 消費者安全調査委員会における事故等原因調査等の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参照条文＞ 

○消費者安全法（平成 21 年法律第 50 号）〔抄〕 

（事故等原因調査） 

第二十三条 調査委員会は、生命身体事故等が発生した場合において、生命身体被害の発生又

は拡大の防止（生命身体事故等による被害の拡大又は当該生命身体事故等と同種若しくは類

似の生命身体事故等の発生の防止をいう。以下同じ。）を図るため当該生命身体事故等に係

る事故等原因を究明することが必要であると認めるときは、事故等原因調査を行うものとす

る。ただし、当該生命身体事故等について、消費者安全の確保の見地から必要な事故等原因

を究明することができると思料する他の行政機関等による調査等の結果を得た場合又は得

ることが見込まれる場合においては、この限りでない。 

２～５ （略） 

 

（他の行政機関等による調査等の結果の評価等） 

第二十四条 調査委員会は、生命身体事故等が発生した場合において、生命身体被害の発生又

は拡大の防止を図るため当該生命身体事故等に係る事故等原因を究明することが必要であ

ると認める場合において、前条第一項ただし書に規定する他の行政機関等による調査等の結

果を得たときは、その評価を行うものとする。 

２ 調査委員会は、前項の評価の結果、消費者安全の確保の見地から必要があると認めるとき

は、当該他の行政機関等による調査等に関する事務を所掌する行政機関の長に対し、当該生

命身体事故等に係る事故等原因の究明に関し意見を述べることができる。 

３ 調査委員会は、第一項の評価の結果、更に調査委員会が消費者安全の確保の見地から当該

生命身体事故等に係る事故等原因を究明するために調査を行う必要があると認めるときは、

事故等原因調査を行うものとする。 

４ 第一項の他の行政機関等による調査等に関する事務を所掌する行政機関の長は、当該他の

行政機関等による調査等に関して調査委員会の意見を聴くことができる。 
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≪参 考≫ 本評価書において用いる用語の取扱いについて 

 

本評価書の本文中において用いる分析の結果を表す用語の使い方は、次のと

おりとする。 

 

① 断定できる場合 

・・・「認められる」 

 

② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

・・・「推定される」 

 

③ 可能性が高い場合 

・・・「考えられる」 

 

④ 可能性がある場合 

・・・「可能性が考えられる」 

・・・「可能性があると考えられる」 

 

  



 

 

  



 

 

 

平成 21 年４月８日に東京都内で発生したエスカレーター事故 

 

－ 国土交通省が行った調査結果についての 

消費者安全の視点からの評価 － 
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１ 事故の概要 

 

１．１ 事故の発生状況 

 

平成 21 年４月８日（水）21 時 44 分頃、Ａ氏（45 歳、男性）は、東京都内の

オフィス兼商業ビル２階の飲食店で飲食後、同店入口を背景に同僚と記念撮影

した後、その場の後片付けをする同僚を見ながら、飲食店前のフロアに設置さ

れているエスカレーターを背に、後ろ向きに歩行した（図２①参照）。 

その結果、下降運転中のエスカレーターのハンドレールに後ろ向きに臀部付

近が接触し、ハンドレールの上に乗り上げた（図２②参照）。 

そして、左足をニュアル（表 1参照）部のハンドレールと２階フロアの吹き

抜け部に設置された転落防止柵との隙間に挟まれ、傾斜部分に引きずられた後、

吹き抜け部分から約９ｍ下の１階フロア（「２階床面より約８ｍ」＋「ニュアル

高さ約１ｍ」）に転落した（図１及び図２参照）。 

事故発生後、同日 21 時 55 分頃救急隊が到着し、Ａ氏は病院に搬送されたが、

同月９日（木）０時 26 分に死亡が確認された。 

なお、以上の事故の発生状況は、事故等原因調査等の申出者が調査委員会に

提出した申出書2、国土交通省社会資本整備審議会昇降機等事故調査部会（以下

「国交省事故調査部会」という。）が公表した「調査概要」及びその他の資料を

基に調査委員会が要約した。 

 

１．２ 事故現場の概況等 

 

国交省事故調査部会が公表した「調査概要」により、当調査委員会が事故現

場の概況等について特記すべき点は、以下のとおりである。なお、本項文中の

下線部分は当調査委員会が補足した。 

（１）建築時、事故機は上昇運転で計画されたが、竣工後、テナントの要望

で下降運転に変更され、事故時は下降運転されていた。 

（２）エスカレーターの側面には荷物等の落下を防止するための棚(たな)が

設けられていたが、人の落下を想定した安全設備（落下物防止網等及び

転落防止柵）は設けられていなかった（図１参照）。 

（３)エスカレーターのニュアル部分は吹き抜け部に設けられた安全柵（転落

防止柵）より通路側に約 46cm 突き出て設置されており、誘導柵（図３参

照）等は設けられていなかった（図２参照）。  

                                                  
2 事故等原因調査等の申出の制度については脚注４参照 
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図１ 本件事故が発生したエスカレーターとその周辺（推測図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本件事故エスカレーターニュアル部の周辺と転落防止柵（推測図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

被害者の移動方向

▽2 階床（1 階床面より高さ８ｍ）

転落防止柵

①
落下物防止棚（たな） 

ハンドレールと転落防止柵と

の隙間：9cm 

（ここに左足が挟まれた） 

▽ 2 階床 高さ８ｍ 

▽ １階床 

 ニュアル部 転落防止柵とﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙの隙間：９ｃｍ 

 １階床へ転落

落下物防止棚

M2 階へ 

転落防止柵 

（図中の「 」はガラス面を表現） 
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図３ 一般的なエスカレーター周辺設備の例 

 

表１ 本評価書に使用されている専門用語等の説明一覧表 

本評価書に使用されている用語 説   明 

ニュアル エスカレーター乗降口のハンドレール折り返し

部を指す。 

ハンドレール エスカレーター乗降時に手でつかまる樹脂製の

移動手すりをいう。 

転落防止柵 本評価書では、高所階フロアの吹き抜け床縁（ふ

ち）部分に設けられた手すり等を含めて、エス

カレーター側面における物の落下防止と人の転

落防止の用途に設置された柵(さく)、板、手す

り等を指す。 

落下物防止網等 高所の床及びエスカレーターから物が落下した

時に、これらを受け止めるための網、板、棚(た

な)等を指す。 

誘導柵 エスカレーター乗降口において、混雑時に利用

者の動線を整理しスムーズに誘導するために建

築側で設置する手すり等を指す。 

 

ニュアル部 

ハンドレール

誘導柵 

登り防止用仕切板 

落下物防止棚 

転落防止柵

吹き抜け 

（出所）日本エレべーター協会『エレベータ界』2001 年 4 月号 一部追記 
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１．３ エスカレーターに関わる現行法令等 

 

エスカレーターは、建築基準法施行令によって、勾配、定格速度、積載荷

重、制動装置及び昇降口において踏段の昇降を停止させることができる装置

の設置等が定められており（建築基準法施行令第 129 条の 12）、エスカレー

ター周辺部の安全対策に関わる事項についても同施行令及び平成 12 年建設

省告示第 1417 号において「通常の使用状態において人又は物が挟まれ、又は

障害物に衝突することがないようにすること」と定められている。 

また、一般社団法人日本エレベーター協会では、昇降機に関する上記法令

等及び JIS などの適用と方式の統一化を図るため、昇降機の機能、定格、寸

法などの協会標準（JEAS）を制定しており、「エスカレーター周辺部の安全対

策と管理に関する標準（JEAS-A406）3」や「エスカレーター乗降口の誘導手

すりに関する標準（JEAS-524）」を定めている。 

  

                                                  
3 現在、「エスカレーター及び動く歩道の周辺部の安全対策と管理に関する標準」へ改訂作業中。 
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２ 評価の経過 

 

２．１ 本件事故の選定理由 

 

本件事故は、平成 24 年 10 月３日に事故等原因調査等の申出4があったこと

を受け、同年 11 月６日に開催された第２回調査委員会において、「事故等原

因調査等の対象の選定指針」（平成24年10月３日消費者安全調査委員会決定）
5に示されている各要素を総合的に勘案して事故等原因調査等を行う事故と

して選定された。 

申出者は、エスカレーターのハンドレールの粘着性とニュアルの形状の危

険性、高所吹き抜けの開口部・周辺部の危険性、側面に転落防止柵や接触防

止のための誘導柵等が設置されていないエスカレーターの危険性、人が通る

空間に回転するハンドレールが露出していることの危険性などについて指

摘するとともに、科学的知見に基づく調査及び適切な危険防止の措置が講じ

られることを強く求めている。 

選定に際しては、エスカレーターが広く消費者の利用に供されているのみ

ならず、建物の吹き抜けに設置されているエスカレーターも少なくないため、

今後同種又は類似の事故が発生するおそれがあること、また、死亡事故であ

るため被害の程度も重大であることを特に重要視した。 

平成 14 年から平成 22 年の間に、国土交通省が特定行政庁6等から報告を受

けたエスカレーターにおける転落事故は８件で、そのうち上りエスカレータ

ーからの転落事故が４件、本件事故を含め、下りエスカレーターからの転落

事故が４件であった。 

エスカレーターに関係して発生する事故のなかで、転落事故の発生件数自

体は少ないものの、本件事故と同様の高所からの転落事故となった場合、そ

の被害は極めて大きなものとなる。 

これら８件の事故のうちでは、死亡、重体、重傷など重大な事故として確

認できる事故は６件（下り４件、上り２件）であった。 

本件事故については、国交省事故調査部会により既に調査が行われており、

                                                  
4 消費者安全法第 28 条に基づく制度。「何人も、生命身体被害の発生又は拡大の防止を図るために事故等

原因調査等が必要であると思料するときは、調査委員会に対し、その旨を申し出て、事故等原因調査等

を行うよう求めることができる。（後略）」（同条第１項） 
5 「事故等原因調査等の対象の選定指針」（平成 24 年 10 月３日消費者安全調査委員会決定）では、事故

等原因調査等を行う事故等を選定するに当たり、「公共性」「被害の程度」「単一事故の規模」「多発性」

「消費者による回避可能性」「要配慮者への集中」の各要素を総合的に勘案して判断するものとしている。 
6 建築主事を置く市町村の区域については当該市町村の長をいい、その他の市町村の区域については都道

府県知事をいう。（建築基準法第２条第 35 号本文） 
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その結果は平成 24 年４月に「調査概要」として公表されていることから、

当調査委員会は、まず国交省事故調査部会の調査結果を評価することとした。 

 

２．２ 評価体制 

 

本件事故は、エスカレーターの構造に加え、エスカレーターの設置環境や

人間の行動、これら相互の関係性など複合的な観点から事故の原因を解明す

る必要があるため、本件事故を担当する専門委員として、機械工学及び人間

工学を専門とする宮崎祐介専門委員（東京工業大学大学院情報理工学研究科

准教授）を指名し、工学等事故調査部会及び調査委員会で評価・審議を行っ

た。 

 

２．３ 評価の実施経過 

 

平成24年 10 月３日 本件事故について事故等原因調査等の申出を受付

 11 月６日 第２回消費者安全調査委員会で本件事故を事故等

原因調査等を行う事故として選定 

平成25年 １月 24 日 消費者安全調査委員会第２回事故調査部会で審議

 ２月 22 日 国土交通省に対し調査に関する資料の提供を依頼

 ２月 28 日 国土交通省より依頼資料を入手 

 ３月 1 日 消費者安全調査委員会第３回事故調査部会で評価

書素案を審議 

 ４月 11 日 消費者安全調査委員会第４回事故調査部会で評価

書素案を審議 

 ４月 19 日 消費者安全調査委員会第５回事故調査部会で評価

書素案を審議 

 ４月 26 日 第７回消費者安全調査委員会で事故調査部会の評

価書素案の審議状況を報告 

 ５月 30 日 消費者安全調査委員会第６回工学等事故調査部会
7で評価書案を審議・決定 

 ６月 21 日 第９回消費者安全調査委員会で評価書を審議・決

定 

                                                  
7 本評価書の審議を行っている事故調査部会は、第７回消費者安全調査委員会において、工学等事故調査

部会に改称。 
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３ 消費者安全の視点からの評価 
 

本件事故について国交省事故調査部会が行った調査結果を評価するに当たり、

まず、当調査委員会が本件事故・被害発生の原因であった可能性があると認め

る事項を論点として列挙する（３．１）。次に、それぞれの論点について、国交

省事故調査部会が調査した結果を検討し、評価する（３．２）。 

 

３．１ 本件事故の原因究明・再発防止のための論点 

 

３．１．１ 本件事故の原因となりうる点 

 

本件事故について、事故発生前から被害発生までを時系列に沿って整理す

ると図４のようになる。すなわち、図４の左列には、事故の発生に至る状況

を発生順に４つの事象に分けて示している。また、中央列には、４つの事象

に関係する原因となりうる点を示している。本件事故の原因究明と再発防止

のための論点として、図４より以下の５つに原因となりうる点を整理した。 

 

① 被害者の行動と注意喚起策の問題 

② ハンドレールへの接触予防策の問題 

③ ハンドレール表面と衣服の接触・持ち上がりの問題 

④ ハンドレールと転落防止柵の隙間と下肢の挟み込みの問題 

⑤ エスカレーターから吹き抜け下への転落防止策の問題 

  

３．１．２ 本件事故の発生や被害拡大の原因を構成する要素 

 

原因となりうる点は、さらに細かい複数の個別の原因を構成する要素から

構成される。図４の右列には各々の原因となりうる点に関連する原因を構成

する要素例を示している。 

これらの原因を構成する要素例を本件事故に関わる「もの」「環境」「人間」

「管理」の４つの要素から整理すると事故の構造をより理解することができ

る。 

「もの」とは、事故に関係した機械、装置、器具等のことであり、本件事故

ではエスカレーターそのものを指す。この場合、エスカレーターに装備され

た安全装置等も含めて考える。 

「環境」とは、「もの」が設置されている周辺の設備や環境のことであり、

本件事故ではエスカレーターの誘導柵、エスカレーター横の吹き抜け、転落
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防止柵等を指す。 

「人間」とは、本件事故に直接関与した人間に関する諸要素であり、通常

は機械のオペレーター（操作者）を指すことが多いが、本件事故で扱う「人

間」の要素は利用者（被害者）を指す。したがって本件事故では被害者の年

齢、体型、事故発生時の行動等を分析する。 

「管理」とは、施設の管理状況のことであり、本件事故ではエスカレータ

ーの保守点検やエスカレーターの管理体制を指す。 

これら「もの」「環境」「人間」「管理」の４つの要素ごとに、本件事故の発

生や被害の拡大の要因となり得る原因を構成する要素を以下に列挙する。 

 

（１）エスカレーター本体 

 

  ① エスカレーターの仕様等はどのようなものであったか。 

  ② エスカレーターのハンドレールの高さ、形状、材質、摩擦係数に問

題はなかったのか。 

  ③ エスカレーターの安全装置は適切に作動していたのか。 

  ④ エスカレーターの運転速度（モーター出力）に問題はなかったのか、

また、設計時に想定していた運転方向を逆向きに変更したことは本件

事故の発生に関係するのか。 

 

（２）エスカレーターの周辺環境とそれに伴う設備等の設置状況 

 

① エスカレーターはどのような環境に設置されていたのか。 

② 本件事故は被害者がエスカレーターのハンドレールに接触したこと

により発生しているが、このエスカレーター付近にはハンドレールへ

の接触を防止する設備は備わっていたのか。備わっていたのであれば、

その設計や材質は適切だったのか。また、エスカレーターのニュアル

部分が、吹き抜けに設置された２階フロアの転落防止柵より突き出て

設置されていたことは適切であるといえるのか。 

③ 監視カメラの映像記録から、被害者がハンドレールに乗り上げた後、

左足がハンドレールと２階フロアの転落防止柵の間に挟まった。しか

し、右足がハンドレールの上に乗ったまま左足が抜けなかったため、

左半身が吹き抜け側に傾いた結果、転落へと至っている。被害者の左

足が挟まれたハンドレールとこの転落防止柵の隙間を有する設置方法

は、エスカレーターの利用者にとって安全な設計であったといえるの

か。 
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④ 本件事故は被害者が吹き抜け側に転落したために命を落とす重大な

事故に至ったものであるが、吹き抜け部におけるエスカレーター側面

の転落防止柵や、万一、柵を乗り越えてしまった場合にも床への直接

の落下が避けられるような落下物防止網等は設置されていたのか。設

置されていたのであれば、その設計や材質は適切だったのか。 

 

（３）人間の行動特性 

 

① 被害者の年齢、身体条件等は事故や被害の発生、被害の程度に影響

はあるのか。 

② 本件事故は被害者がエスカレーターのハンドレールに接触したこと

により発生しているが、被害者はどのような行動をしていたのか。ま

た、転落すると致命的な高さにあるエスカレーターの、ハンドレール

の危険性について、被害者が予測可能だったのか。  

 

（４）エスカレーターの保守点検・管理体制 

 

① エスカレーターの保守点検は適切に行われていたのか。 

② エスカレーターが設置されているビルの管理は適切に行われていた

のか。 
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図４ 本件事故に関する構造分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下降運転中の

エスカレータ

ーのハンドレ

ールに後ろ向

きに臀部付近

が接触し、ハ

ンドレールの

上に乗り上げ

た 

事故発生前 

被害発生 

ハンドレール表

面 と 衣 服 の 接

触・持ち上がりの

問題 

被害者の行動と

注意喚起策の問

題 

注意喚起法   (3)の②

ハンドレールへ

の接触予防策の

問題 

誘導柵の配置 (2)の②

誘導柵の寸法設計 

 (2)の②

レール-衣服間の摩擦 

(1)の②

進行方向      (1)の④

モーター出力  (1)の④

安全装置      (1)の③

ニュアル形状  (1)の②

原因となりうる点 原因を構成する要素例 
事 象 

事前知識     (3)の②

年齢､身体条件等 

(3)の①

エスカレータ

ーのハンドレ

ールから、吹

き抜け下に落

下した 
落下物防止網等の設計 

      (2)の④

後方のエスカ

レーターへ後

ろ向きに歩い

て移動して行

った 

左足がハンド

レールと転落

防止柵との隙

間に挟まれ、

傾斜部分に引

きずられた 

ハンドレールと

転落防止柵の隙

間と下肢の挟み

込みの問題 

隙間と下肢寸法の関係 

(2)の③

下肢の変形特性(2)の③

モーター出力  (1)の④

安全装置     (1)の③

エスカレーターか

ら吹き抜け下への

転落防止策の問題

落下物防止網等・転落

防止柵等の配置 

              (2)の④

(３．１．２より)

時

系

列
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３．２ 国土交通省事故調査部会が行った調査結果に対する評価 

 

エスカレーターに関する法令及び構造基準等を所管する国土交通省が設置

した事故調査部会は、本件事故について、現場調査や製造者・管理者等関係

者からのヒアリングを実施し、かつ、法令の規定や当時の一般的な設計思想

を考慮した検証を行い、「昇降機等の構造、維持保全又は運行管理に起因した

事故と判断する理由がない」という結果を公表している。 

これに対して、当調査委員会は、２．1 の「本件事故の選定理由」で記述

したとおり、エスカレーターにおける高所からの転落事故が重大な事故へと

至る蓋然性があり、また、多様かつ変更が生じ得る環境に設置されたエスカ

レーターに潜在する危険性について、年齢・身体条件等が異なる一般利用者

が、これを意識することなく様々な態様で日常的に利用している現状も踏ま

えて、より広い観点から重大な事故の再発防止のために検証を行った。 

  評価するに当たっては３．１．２で整理した論点について国交省事故調査

部会が調査した結果を整理し、３．１.１で列挙した本件事故の原因となりう

る点を踏まえて、当調査委員会が評価を行った。 

その結果は以下の表２のとおりである。 
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表
２

 
国

土
交

通
省

事
故

調
査

部
会

が
行

っ
た

調
査

結
果

に
対

す
る

評
価

 
（

１
）
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

本
体

 

 

番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

①
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

仕
様

等
に

つ
い

て
は

ど
の

よ
う

な

も
の

で
あ
っ

た
か

。
 

【
事
実
情
報
】
 

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
仕
様
等
 

号
機
：
８
Ｌ
号
機
 

製
造
会
社
：
Ｃ
社
 

型
式
：
踏
段
幅

6
0
0
㎜
、
欄
干
公
称
幅

8
0
0
㎜
 

定
格
速
度
：
3
0
m
/
m
i
n
 

公
称
輸
送
能
力
：
4
5
0
0
人

/
時
 

勾
配
：
3
0
度
 

揚
程
：
4
.
2
5
ｍ
（
Ｍ
2
Ｆ
-
2
Ｆ
直
通
）
 

駆
動
方
式
：
上
部
駆
動
方
式
 

電
動
機
容
量
：
3
.
7
k
W
 

運
転
方
向
：
可
逆
式
（
事
故
時
は
常
時
下
降
運
転

、
現

在

は
常
時
上
昇
運
転
に
変
更
）
 

確
認
済
証
：
平
成

14
年

２
月

2
5
日
 

検
査
済
証
：
平
成

14
年

1
2
月

19
日
 

稼
動
開
始
：
平
成

15
年

４
月

1
0
日
 

 

－
 

②
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

の
高

さ
、

形
状

、

材
質

、
摩
擦

係
数

に
問

題
は

な
か

っ
た

の
か

。
 

【
事
実
情
報
】
 

事
故
機
の
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
は
床
か
ら
約

9
2
c
m
で

あ
っ
た
。
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

製
造

し
て

い
る

他
社

の
ハ

ン
ド

レ

ー
ル
は
、
95
cm

と
し
て
い
る
社
が
最
も
多
い
が
、
9
2c
m、

90
c
m

の
商
品
を
有
す
る
社
も
あ
っ
た
。
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

ニ
ュ

ア
ル

は
半

円
形

を
し

て
い

る

も
の
の
他
、
各
社
独
自
の
カ
ー
ブ
形
状
を
有
し
て
い

る
も
の

が
あ
る
。
事
故
機
の
ニ
ュ
ア
ル
形
状
は
、
半
円
形
を

し
て
い

る
も
の
に
比
較
す
る
と
、
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
折
り
返
し

部
先
端

か
ら

水
平

部
に

か
け

て
最

大
で

約
５

cm
低

め
の

ラ
イ

ン
の

カ
ー
ブ
形
状
に
な
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
、
Ｃ
社
が
作
成
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と

、
乗
り

降
り
の
際
、
よ
り
自
然
な
動
作
で
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
を

つ
か
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
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番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

 

ハ
ン
ド
レ
ー
ル
は
、
Ｅ
社
製
の
合
成
ゴ
ム
製
で
あ

っ
た

。

ま
た
、
当
該
機
は
平
成

1
7
年
８
月
に
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
を
交

換
し
て
い
る
。
 

 ・
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
に
は
、
合
成
ゴ
ム
製
と
ウ
レ
タ

ン
製

が
あ

り
、
合
成
ゴ
ム
製
は
、
3
0
年
以
上
の
実
績
が
あ
り
、
ウ
レ

タ
ン
製
は
、
十
数
年
前
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｅ

社
で

は
、
合
成
ゴ
ム
製
８
割
、
ウ
レ
タ
ン
製
２
割
の
売

り
上

げ

で
あ
る
。
 

・
ウ
レ
タ
ン
製
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
は
、
表
面
が
緻
密
な

の
で

、

汚
れ
に
く
く
、
汚
れ
が
付
い
て
も
拭
け
ば
と
れ
る

が
価

格

が
高
く
、
合
成
ゴ
ム
は
、
汚
れ
や
す
い
が
、
価
格

が
安

く
、

ま
た
、
小
さ
い
ロ
ッ
ト
で
生
産
可
能
な
た
め
詳
細

な
色

指

定
に
対
応
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

・
国
内
に
お
い
て
同
社
は
、
合
成
ゴ
ム
製
の
ハ
ン

ド
レ

ー
ル

に
つ

い
て

全
て

同
じ

品
質

で
作

成
し

て
い

る
と

の
こ

と

で
あ
っ
た
。
 

・
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
材
料
の
配

合
と

、

完
成
後
の
寸
法
、
色
、
光
沢
な
ど
で
管
理
し
て
お

り
、
ハ

ン
ド
レ
ー
ル
の
表
面
の
摩
擦
係
数
に
つ
い
て
は
、
エ

ス
カ

レ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
指
定
は
な
く
、
直
接
管

理
を

行

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

・
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
交
換
は
、
５
～
1
0
年
に
１
回
程
度
で
あ

る
。
 

 【
分
析
】
 

事
故
機
は
、
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
材
質
、
構
造
、
機

械
の

能

力
か
ら
見
て
特
別
の
構
造
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は

な
く

、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

構
造

自
体

に
特

別
の

問
題

は
見

ら
れ

な
か
っ
た
。
 

ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
は
、
ニ
ュ
ア
ル
の
形
状
か

ら
他

よ

り
低
い
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、
事
故
原
因
に
直
接
つ

な
が
る

ほ
ど
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

                           

本
件

事
故

は
被

害
者

が
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
ハ

ン
ド

レ

ー
ル

に
接
触

し
た

後
、
そ
れ

に
跨

る
格

好
で

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

に
乗

り
上
げ

、
そ

の
後

転
落

の
フ

ェ
ー

ズ
へ

と
至

る
。
ハ
ン

ド
レ

ー
ル
に

被
害

者
が

接
触

し
た

こ
の

時
間

フ
ェ

ー
ズ

は
、

事
故

再
現

に
よ

る
原

因
究

明
の

観
点

か
ら

重
要

で
は

あ
る

が
、
こ

の
検

証
に

は
被

害
者

の
体

格
、
姿
勢

、
皮

膚
の

変
形

特
性

、
荷

重
（
体

重
の

か
け

具
合

）
、
ニ
ュ

ア
ル

の
曲

率
（
被

害
者

臀
部

と
事

故
発

生
時

の
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
と

の
接

触
角

13



番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

度
）
、

被
害

者
の

事
故

当
時

の
衣

服
と

事
故

発
生

時
の

ハ
ン

ド
レ

ー
ル
の

表
面

性
状
・
摩

擦
係

数
、
モ
ー

タ
ー

出
力

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
運

転
方

向
、

運
転

速
度

な
ど

が
関

係
す

る
。
そ

し
て

、
事

故
は

、
こ

れ
ら

の
条

件
が

複
雑

に
組

み
合

わ
さ

れ
て
、
か
つ

相
互

に
影

響
を

与
え

合
う

た
め

、
本

件
事

故
の

持
ち
上

が
り

の
原

因
解

明
は

容
易

で
は

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、
こ

れ
ら

の
検

証
の

試
み

は
、
少
な

く
と

も
事

故
原

因
の

究
明
の

み
な

ら
ず

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
利

用
時

に
潜

在
す

る
危

険
性

に
つ

い
て

利
用

者
に

再
認

識
さ

せ
て

安
全

な
利

用
方

法
を

啓
発

し
同

様
の

事
故

の
再

発
予

防
に

も
寄

与
す

る
も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 

③
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

安
全

装
置

は
適

切
に

作
動

し
て

い

た
の

か
。
 

事
故
直
前
の
定
期
検
査
で
は
特
記
事
項
な
し
と
報

告
さ

れ
て
い
た
。
 

「
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
へ

の
接

触
防

止
」
「

吹
き

抜
け

下
へ

の

転
落

防
止
」

が
本

質
的

な
安

全
対

策
と

し
て

重
要

で
あ

る
。

そ
れ

を
補
完

す
る

制
御

安
全

機
能

と
し

て
、
緊
急

停
止

装
置

等
の

安
全
装

置
の

設
置

も
可

能
性

と
し

て
考

え
ら

れ
る

が
、

一
方

で
緊

急
停

止
に

よ
る

将
棋

倒
し

事
故

の
リ

ス
ク

を
考

慮
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、
対

策
と
し

て
の

優
先

度
は

低
い

と
考
え

ら
れ

る
。
 

 

④
 

エ
ス

カ
レ
ー

タ
ー

の
運

転
速

度
（

モ
ー
タ

ー
出
力
）
に
問

題
は

な
か
っ

た
の

か
。
 

ま
た

、
設

計
時
に

想
定

し
て

い
た

運
転

方
向
を
逆
向
き
に

変
更

し
た
こ

と
は

本
件

事
故

の
発

生
に

関
係

す
る
の
か
。
 

【
事
実
情
報
】
 

・
管
理
者
に
よ
る
と
、
建
築
時
に
お
い
て
、
事
故

機
は

上
昇

運
転
で
計
画
さ
れ
た
が
、
竣
工
後
、
テ
ナ
ン
ト
の

要
望

で

下
降
運
転
に
変
更
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

。
 

・
モ
ー
タ
ー
の
容
量
は

3.
7k
W
で
あ
り
、
各
社
の
比
較
的
階

高
の

低
い

階
に

設
置

す
る

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

標
準

的

な
仕
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 

 

エ
ス

カ
レ
ー

タ
ー

の
下

降
運

転
に

よ
り

、
ハ

ン
ド

レ
ー

ル

は
ニ

ュ
ア
ル

部
に

お
い

て
上

向
き

に
移

動
す

る
た

め
、
こ
れ

に
よ

り
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
接

触
時

に
被

害
者

が
持

ち
上

が
っ

た
可

能
性
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
原

因
究

明
と

再
発

防
止

の
た

め
に

は
吹

き
抜

け
に

面
し

た
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
、
運

転
計

画
の

変
更

に
伴

う
安

全
対

策
に

つ
い

て
の

検
証

が
必

要
で
あ

る
。

 

設
計
・
開
業

時
と

は
異

な
る

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

運
転

方

向
の

変
更
は

、
当

初
の

安
全

設
計
・
管

理
方

針
で

は
想

定
さ

れ
て

い
な
い

事
態

が
起

こ
っ

た
可

能
性

が
あ

る
。

 

例
え

ば
、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

乗
り

口
が

変
更

さ
れ

た
こ

と

に
よ

る
安
全

対
策

の
実

施
（

誘
導

柵
、
転
落

防
止

柵
、
注
意

表
示

等
の

設
置

、
飛

び
出

し
た

ニ
ュ

ア
ル

へ
の

安
全

対
策

等
）
、

テ
ナ

ン
ト

の
変

更
に

伴
う

利
用

者
の

前
提

条
件

の
変

14



番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

更
（

ビ
ジ
ネ

ス
マ

ン
を

主
な

対
象

と
し

た
利

用
方

法
か

ら
飲

食
店

の
客
や

児
童
・
高

齢
者

な
ど

一
般

利
用

者
ま

で
に

利
用

対
象

を
拡
大

し
た

利
用

条
件

へ
の

変
更

等
）

な
ど

、
設

計
・

開
業

時
に

は
想

定
し

な
か

っ
た

事
態

が
起

る
可

能
性

が
あ

る
と

考
え
ら

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
設

置
環

境
が

多
様

か
つ

変
更

が
生

じ
得

る
こ

と
を

念
頭

に
置

い
た

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

安
全

管
理

上
の

対
策

に
つ

い
て

検
証

が
必
要

で
あ

る
。
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（
２
）
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
周

辺
環

境
と

そ
れ

に
伴

う
設

備
等
の

設
置
状

況
 

 

番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

①
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
は

ど
の

よ
う

な
環

境
に

設
置

さ
れ

て

い
た

の
か
。
 

 

【
事
実
情
報
】
 

・
設
置
場
所
 

所
在
地
：
東
京
都
港
区
 

建
物
用
途
：
複
合
ビ
ル
 

（
事
務
所
、
店
舗
、
飲
食
店
等
）

 

所
有
者
：
Ｂ
社
 

管
理
者
：
Ｂ
社
 

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
１
階
床
か
ら
約
８
ｍ
の
高
さ

が
あ
る

吹
き
抜
け
に
面
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 

 

－
 

②
 

本
件

事
故

は
被

害
者

が
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
ハ

ン
ド

レ

ー
ル

に
接
触

し
た

こ
と

に
よ

り
発

生
し

て
い

る
が
、
こ
の
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

付
近

に
は

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

接
触

を
防

止
す

る
設
備

は
備

わ
っ

て
い

た
の

か
。
備

わ
っ
て
い
た
の
で

あ
れ

ば
、
そ

の
設

計
や

材
質

は
適

切
だ

っ
た

の
か
。
 

ま
た

、
エ

ス
カ
レ

ー
タ

ー
の

ニ
ュ

ア
ル

部
分
が
吹
き
抜
け

に
設

置
さ

れ
た

転
落

防
止

柵
よ

り
突

き
出

て
設

置
さ

れ
て

い
た

こ
と
は

適
切

で
あ

る
と

い
え

る
の

か
。
 

【
事
実
情
報
】
 

・
日
本
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
会
標
準
（
J
E
A
S
）
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

乗
降

口
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

は
、

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
乗

降
口

の
誘

導
手

す
り

に
関

す

る
標

準
（

JE
AS
-
52
4
）
」

が
定

め
ら

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
、
混
雑
時
に
利
用
者
の
動
線
を
ス
ム
ー
ズ
に
誘

導
す

る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
手
す
り

の
側

面

か
ら

の
墜

落
の

防
止

を
想

定
し

た
も

の
で

は
な

い
。
（

本

項
の

「
墜

落
」

は
、

本
評

価
書

で
は

「
転

落
」

を
意

味
す

る
。

以
下
同
様
。
）
 

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ニ
ュ
ア
ル
部
分
は
安
全
柵
よ

り
乗
り

場
方
向
に
約

46
c
m
突
き
出
て
設
置
さ
れ
て
い
る

。（
本
項

の
安
全
柵
は
、
本
評
価
書
で
は
「
転
落
防
止
柵
」
を
意
味
す
る
。

以
下
同
様
。
）
 

 

 

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

ニ
ュ

ア
ル

部
へ

の
接

触
を

防
止

す
る

こ

と
が

で
き
れ

ば
、
本

件
事
故

の
第

一
の
「
き

っ
か

け
」
は
存

在
し

な
い
。
し
た

が
っ

て
、
ハ
ン

ド
レ

ー
ル

の
接

触
防

止
設

備
は

本
件

事
故

の
再

発
防

止
の

観
点

か
ら

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

接
触

予
防

策
と

し
て

の
設

備
等

に
つ

い
て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

日
本

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
協
会
標
準
（
J
E
A
S
）
に
記
さ
れ
て
い
る
乗
降
口
の
誘
導

柵
は

、
ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

接
触

防
止

機
能

を
付

与
し

た
設

備
へ

と
機
能

を
拡

張
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
同

協
会

標
準

の
誘

導
柵

の
活

用
を

含
む

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

様
々

な
接

触
防

止
対

策
の

有
効

性
及

び
実

現
可

能
性

に
つ

い
て

検
証
が

必
要

で
あ

る
。
 

③
 

監
視

カ
メ
ラ

の
映

像
記

録
か

ら
、
被

害
者
が
ハ
ン
ド
レ
ー

ル
に

乗
り
上

げ
た

後
、
左

足
が
ハ

ン
ド

レ
ー
ル
と
２
階
フ
ロ

ア
の

転
落
防

止
柵

の
間

に
挟

ま
っ

た
も

の
と

推
定
さ
れ
る
。

し
か

し
、
右
足
が

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

の
上

に
乗
っ
た
ま
ま
左
足

が
抜

け
な
か

っ
た

た
め

、
左
半
身

が
吹

き
抜
け
側
に
傾
い
た

結
果

、
転
落

へ
と

至
っ

て
い

る
。
被

害
者

の
左
足
が
挟
ま
れ

【
事
実
情
報
】
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

乗
降

口
に

隣
接

す
る

吹
き

抜
け

に

面
す
る
部
分
に
は
安
全
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
当

該
安

全

柵
は
高
さ

1
1
2
c
m
で
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
と
の
距
離
９
c
m
で

あ

り
手

す
り

か
ら

の
落

下
防

止
と

隙
間

か
ら

の
転

落
を

考
慮

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
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番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

                        ④
 

た
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
と

転
落

防
止

柵
の

隙
間

を
有

す
る

設
置

方
法

は
、
エ
ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
利

用
者

に
と
っ
て
安
全
な
設

計
で

あ
っ
た

と
い

え
る

の
か

。
 

   

                  本
件

事
故

は
被

害
者

が
吹

き
抜

け
側

に
転

落
し

た
た

め

に
命

を
失
う

重
大

事
故

に
つ

な
が

っ
た

も
の

で
あ
る
が
、
吹

き
抜

け
部

に
お

け
る

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
側

面
の

転
落

防
止

柵
や

、
万
一
、
柵

を
乗

り
越

え
て

し
ま

っ
た
場
合
に
も
床
へ

の
直

接
の

落
下

が
避

け
ら

れ
る

よ
う

な
落

下
物

防
止

網
等

は
設

置
さ

れ
て

い
た

の
か

。
設

置
さ

れ
て

い
た

の
で

あ
れ

ば
、

そ
の
設

計
や

材
質

は
適

切
だ

っ
た

の
か

。
 

   

事
故

当
時

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
乗

り
場

及
び

エ
ス

カ
レ

ー

タ
ー
側
面
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す
り
以

外
に

人
の

転
落

を
防

止
す

る
た

め
の

柵
等

は
設

け
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。
 

管
理

者
に

よ
る

と
商

業
施

設
で

は
子

供
の

使
用

も
想

定

し
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
吹

抜
き

側
側

面
に

ア
ク

リ
ル

板
を

設
置
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
の
施
設
は
オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

で
あ
り
、
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た

。
 

 【
分
析
】
 

乗
場
周
辺
の
墜
落
対
策
に
つ
い
て
は
、
吹
き
抜
け

部
手

す

り
と

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

側
面

の
隙

間
か

ら
の

墜
落

防
止

対
策

の
み
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
レ

ー
ル

側
方

へ
の
墜
落
防
止
用
に
つ
い
て
は
、
業
界
標
準
等
は

な
く

一
般

化
し
て
い
る
指
標
が
あ
る
状
態
で
は
な
い
。
 

         ま
た
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
側
面
に
ア
ク
リ
ル
の
壁

を
設

け

る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
人
の
転
落
防
止
用
で
は
な

く
、
強

度

の
面

か
ら

見
て

物
品

の
転

落
を

防
止

す
る

た
め

の
も

の
も

多
く
、
人
の
転
落
を
想
定
し
て
側
面
の
防
止
措
置

を
講

じ
る

こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

 

下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
お
い
て
は
、
他
に
も
墜

落
事

故

が
生
じ
て
い
る
が
、
利
用
者
が
適
切
な
注
意
を
払

っ
て

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

利
用

し
て

い
れ

ば
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
事

故
で
あ
っ
た
。
 

た
だ
し
、
幼
児
が
大
人
の
目
を
離
れ
て
利
用
す
る

こ
と

が

想
定
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て
は
、
こ
の
管
理
者
も

対
策

を
行

          ③
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
と
転
落
防
止
柵
と
の
間
（
隙
間
）
は
９
c
m

で
あ

り
、
申

出
者

か
ら

提
供

さ
れ

た
資

料
に

よ
れ

ば
、
そ

の
隙

間
に
は

ア
ク

リ
ル

製
の

板
が

設
置

さ
れ

て
い

た
が

、

本
件

事
故
の

発
生

時
に

、
被

害
者

の
左

足
が

接
触

し
て

そ

の
圧

力
に
よ

り
破

損
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

た
だ

し
、
被

害
者

の
体

が
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
に

接
触

し
乗

り
上

げ
て
し

ま
っ

た
時

点
で

、
既

に
危

険
な

状
況

に
あ

っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ
て

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
乗

り
口

付
近

の
よ

り
本

質
的

な
安

全
対

策
と

し
て

は
ニ

ュ
ア

ル
部

分
の

ハ

ン
ド

レ
ー

ル
へ

の
接

触
を

防
止

す
る

方
法

に
つ

い
て

の

検
証

が
必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

 

  ④
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
上

か
ら

吹
き

抜
け

下
へ

の
転

落
を

防
止

す
る

こ
と
が

で
き

れ
ば

、
本

件
事

故
が

死
亡

事
故

に
つ

な

が
る
「

き
っ

か
け

」
は

存
在

し
な

い
。
利
用

者
の

安
全

の

確
保

を
利
用

者
自

身
の

意
識

に
委

ね
る

の
で

は
な

く
、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

や
そ

の
周

辺
設

備
の

改
善

に
よ

っ
て

こ

の
「

き
っ
か

け
」
を

取
り
除

く
こ

と
が

で
き

る
可

能
性

が

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。
し
た

が
っ

て
、
転
落

防
止

設
備

は

本
件

事
故
の

再
発

防
止

の
観

点
か

ら
最

重
要

で
あ

る
。
現

状
の

標
準

等
は

物
体

の
落

下
防

止
に

主
眼

が
置

か
れ

て

お
り

、
人
間

の
転

落
防

止
は

想
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が

一
般

的
で
あ

る
。
物

体
の
落

下
防

止
の

た
め

の
転

落
防

止
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番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

っ
て

い
る

よ
う

に
一

定
の

安
全

対
策

が
必

要
と

な
る

可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
 

  被
害

者
が

ど
の

程
度

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

存
在

を
認

識

し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
斜

め
前

方
に

し
た

状
態

で
写

真
撮

影
を

し
て

い
る
こ
と
、
後
ろ
向
き
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
近

づ
く

際
に

も
一
度
後
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

こ
と

、
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
に

乗
り

上
げ

る
前

に
も

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

に
接

触
し

た
あ

と
一

度
体

勢
を

戻
し

て
い

る
こ

と
か

ら
エ

ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
が

認
識

し
に

く
い

状
況

で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

 

柵
の

、
人
の

転
落

防
止

設
備

と
し

て
の

有
効

性
及

び
実

現

可
能

性
に
つ

い
て

検
証

が
必

要
で

あ
る

。
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（
３
）
人

間
の

行
動

特
性

 

 

番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

①
 

被
害

者
の
年

齢
、

身
体

条
件

等
は

事
故

や
被
害
の
発
生
、

被
害

の
程
度

に
影

響
は

あ
る

の
か

。
 

・
4
5
歳
の
男
性
 

想
定
ユ
ー
ザ
ー
の
年
齢
、
身
体
条
件
等
は
「
ニ
ュ
ア
ル
部

分
の

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

接
触

防
止

」
「

転
落

防
止

設
備

に

よ
る

転
落
防

止
」
の

た
め
の

設
備

設
置
・
設

計
基

準
に

向
け

て
、
必

須
の

情
報

で
あ

り
、
本
件

事
故

に
お

け
る

被
害

者
の

情
報

の
み

な
ら

ず
他

の
事

故
例

に
お

け
る

被
害

者
の

情
報

も
含

め
た
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

②
 

本
件

事
故

は
被

害
者

が
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
ハ

ン
ド

レ

ー
ル

に
接
触

し
た

こ
と

に
よ

り
発

生
し

て
い

る
が
、
被
害
者

は
ど

の
よ
う

な
行

動
を

し
て

い
た

の
か
。
ま

た
，
転
落
す
る

と
致

命
的

な
高

さ
に

あ
る

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

の
危
険

性
に

つ
い

て
、
被
害

者
が

予
測
可
能
だ
っ
た
の

か
。
 

【
事
実
情
報
】
 

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
記
録
か
ら
、
被
害
者
の

行
動

は

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
 

①
 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
で
記
念
撮
影
。
 

②
 

２
階

の
下

り
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

乗
場

前
の

ス
ペ

ー
ス

を
吹

抜
き

部
の

ガ
ラ

ス
製

安
全

柵
方

向
に

後
ろ

向
き

に

歩
き
始
め
た
。
 

③
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

少
し

手
前

ま
で

行
っ

た
と

こ
ろ

で
、
一
度
後
ろ
を
振
り
返
る
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
向

か

っ
て
右
側
の
ニ
ュ
ア
ル
（
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
乗
降

口
付

近

の
部
分
）
方
向
に
向
き
を
替
え
た
。
 

④
 

一
度

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

右
側

の
ニ

ュ
ア

ル
に

接
触

し
、
体
勢
を
戻
す
。
 

⑤
 

再
び
臀
部
の
あ
た
り
が
右
側
ニ
ュ
ア
ル
に
接
触

。
両

足

の
間

で
ニ

ュ
ア

ル
部

の
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
を

挟
む

よ
う

な

格
好
（
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
に
跨
る
よ
う
な
格
好
）
に

な
っ

た
。

⑥
 

後
ろ

向
き

の
ま

ま
身

体
が

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

に
乗

り
上

げ
た
。
 

⑦
 

左
足
が
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
と
安
全
柵
の
間
に
挟
ま

っ
た

。

右
足
は
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
上
の
ま
ま
。
 

⑧
 

左
足
が
抜
け
な
か
っ
た
た
め
、
左
半
身
が
吹
抜

き
側
に

傾
い
た
。
 

⑨
 

左
足
が
抜
け
、
吹
抜
き
側
に
墜
落
し
た
。
 

 【
分
析
】
 

乗
場
周
辺
の
墜
落
対
策
に
つ
い
て
は
、
吹
き
抜
け

部
手

す
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番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

り
と

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

側
面

の
隙

間
か

ら
の

墜
落

防
止

対
策

の
み
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
レ

ー
ル

側
方

へ
の
墜
落
防
止
用
に
つ
い
て
は
、
業
界
標
準
等
は

な
く

一
般

化
し
て
い
る
指
標
が
あ
る
状
態
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
側
面
に
ア
ク
リ
ル
の
壁

を
設

け

る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
人
の
転
落
防
止
用
で
は
な

く
、
強

度

の
面

か
ら

見
て

物
品

の
転

落
を

防
止

す
る

た
め

の
も

の
も

多
く
、
人
の
転
落
を
想
定
し
て
側
面
の
防
止
措
置

を
講

じ
る

こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

 

下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
お
い
て
は
、
他
に
も
墜

落
事

故

が
生
じ
て
い
る
が
、
利
用
者
が
適
切
な
注
意
を
払

っ
て

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

利
用

し
て

い
れ

ば
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
事

故
で
あ
っ
た
。
 

た
だ
し
、
幼
児
が
大
人
の
目
を
離
れ
て
利
用
す
る

こ
と

が

想
定
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て
は
、
こ
の
管
理
者
も

対
策

を
行

っ
て

い
る

よ
う

に
一

定
の

安
全

対
策

が
必

要
と

な
る

可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
 

  

被
害

者
が

ど
の

程
度

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

存
在

を
認

識

し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
斜

め
前

方
に

し
た

状
態

で
写

真
撮

影
を

し
て

い
る
こ
と
、
後
ろ
向
き
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
近

づ
く

際
に

も
一
度
後
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

こ
と

、
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
に

乗
り

上
げ

る
前

に
も

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

に
接

触
し

た
あ

と
一

度
体

勢
を

戻
し

て
い

る
こ

と
か

ら
エ

ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
ハ

ン
ド

レ
ー

ル
が

認
識

し
に

く
い

状
況

で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

 

                    
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
存

在
に

対
す

る
被

害
者

の
認

識
の

有
無

で
は
な

く
、
ハ

ン
ド
レ

ー
ル

等
の

危
険

性
を

利
用

者
に

注
意

喚
起

す
る

よ
う

な
環

境
が

整
備

さ
れ

て
い

た
か

に
つ

い
て

の
検
証

が
必

要
と

考
え

る
。

 

 
ま

た
、
吹

き
抜

け
に

設
置

さ
れ

る
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

か
ら

転
落

し
た

際
の

危
険

性
や

ハ
ン

ド
レ

ー
ル

へ
の

乗
り

上
げ

が
生

じ
る
可

能
性

等
、
本
件

事
故

か
ら

推
定

さ
れ

る
事

象
に

対
し

て
、
広

く
国

民
の

認
識

を
喚

起
で

き
る

よ
う

に
、
注
意

喚
起

方
法
に

関
す

る
検

討
が

必
要

で
あ

る
。
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（
４
）
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
保

守
点

検
・

管
理

体
制

 

 

番
号
 

原
因

究
明
・

再
発

防
止

の
た

め
の

論
点
 

国
交
省
事
故
調
査
部
会
の
調
査
結
果
 

消
費

者
安
全

調
査

委
員

会
の

評
価

 

①
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

保
守

点
検

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い

た
の

か
。
 

【
事
実
情
報
】
 

・
保
守
業
者
：
Ｄ
社
 

・
定
期
検
査
の
状
況
 

検
査
者
：
Ｄ
社
の
職
員
（
登
録
昇
降
機
検
査
資
格

者
）
 

事
故
前
の
直
近
の
定
期
点
検
の
実
施
日
：
平
成

20
年

1
1

月
20

日
 

定
期
点
検
の
結
果
：「

特
記
事
項
な
し
」
と
さ
れ

て
い

る
。

 

－
 

②
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
が

設
置

さ
れ

て
い

る
ビ

ル
の

管
理

は

適
切

に
行
わ

れ
て

い
た

の
か

。
 

（
記
載
な
し
）
 

吹
き

抜
け

部
に

設
置

さ
れ

た
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
様

々

な
利

用
者
、
テ
ナ

ン
ト

の
種

類
を

想
定

し
た

適
切

な
運

転
管

理
に

お
け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

の
検

証
が

必
要

で
あ

る
。
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４ 評価のまとめ 

 

本評価書３．２で述べたように、国交省事故調査部会は本件事故について、

法令の規定や当時の一般的な設計思想を考慮した検証を行い「昇降機等の構造、

維持保全又は運行管理に起因した事故と判断する理由がない」という結果を公

表している。 

一方、現行のエスカレーターの周辺部の安全対策は、「通常の使用状態におい

て人又は物が挟まれ、又は障害物に衝突すること」（建築基準法施行令第 129

条の 12 第１項第１号）を前提に講じられている。このことから、エスカレータ

ーの周辺部を含めた安全対策等に関する現行の法令等は、本件事故のような吹

き抜けからの転落という重大な事故を防ぐことまでは想定していないものと、

当調査委員会は考えている。 

当調査委員会が消費者安全の視点から考える本件事故の原因となりうる点は、

３．１．１に示したように「被害者の行動と注意喚起策の問題」「ハンドレール

への接触予防策の問題」「ハンドレール表面と衣服の接触・持ち上がりの問題」

｢ハンドレールと転落防止柵の隙間と下肢の挟み込みの問題｣「エスカレーター

から吹き抜け下への転落防止策の問題」の５つの問題群に整理することができ

る。 

これら５つの問題群のうち、本件事故の原因究明及び再発防止の観点から、

特に重要度が高く検討が必要な問題は、以下の３つであると考える。 

 

(a) ハンドレールへの接触予防策の問題 

エスカレーターニュアル部のハンドレールへの接触を防止すること

ができていれば、本件事故発生の「きっかけ」は存在しない。 

(b) ハンドレール表面と衣服の接触・持ち上がりの問題 

   ハンドレールに接触した後、ハンドレールに乗り上げ、その後転落

へと至っている。 

(c) エスカレーターから吹き抜け下への転落防止策の問題 

   ハンドレール上から吹き抜け下への転落を防止することができれば、

死亡事故につながる可能性は低いと考えられる。 

 

これらのうち、本件事故の原因究明の観点からは(b)が重要であり、類似事故

の再発防止の観点からは(a)(c)が重要である。 

 

上記(a)(b)(c)に関係する項目を表２「国土交通省事故調査部会が行った調査

22



 

結果に対する評価」より抽出すると、順に（２）の②、（１）の②及び④、（２）

の④となる。 

当調査委員会は、本件事故の原因究明と再発防止に向けて、これら４項目は

極めて重要であり、更なる検証が必要であると考える。 

 それらの要点を抜き出すと以下のとおりである。 

 

（a）について。 

（２）の② ハンドレールへの接触予防対策としての設備等について検証す

る必要がある。例えば日本エレベーター協会標準（JEAS）に記さ

れている乗降口の誘導柵は、ハンドレールへの接触防止機能を付

与した設備へと機能を拡張できる可能性があることから、同協会

標準の誘導柵の活用を含むハンドレールへの様々な接触防止対策

の有効性及び実現可能性について検証が必要である。 

 

（b）について。 

（１）の② 被害者はハンドレールに接触した後、ハンドレールに乗り上げ

た可能性がある。これには被害者の体格、姿勢、皮膚の変形特性、

荷重（体重のかけ具合）、ニュアルの曲率（被害者臀部と事故発生

時のハンドレールとの接触角度）、被害者の事故当時の衣服と事故

発生時のハンドレールの表面性状・摩擦係数、モーター出力、エス

カレーターの運転方向、運転速度などが関係する。そして、これら

の条件が複雑に組み合わされ、かつ相互に影響を与え合うため、本

件事故の持ち上がりの原因を解明することは容易ではない。しかし

ながら、これらの検証の試みは、少なくとも原因究明のみならず、

エスカレーターの利用時に潜在する危険性について安全の啓発に

も寄与するものと考えられる。 

 

（１）の④ 設計・開業時とは異なるエスカレーターの運転方向の変更は、

当初の安全設計・管理方針では想定されていない事態が起こった可

能性がある。 

例えば、エスカレーター乗り口が変更されたことによる安全対策

の実施（誘導柵、転落防止柵、注意表示等の設置、飛び出したニュ

アルへの安全対策等）、テナントの変更に伴う利用者の前提条件の

変更（ビジネスマンを主な対象とした利用方法から飲食店の客や児

童・高齢者など一般利用者までに利用対象を拡大した利用条件への

変更等）など、設計・開業時には想定しなかった事態が起こる可能
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性があると考えられる。したがって、エスカレーターの設置環境が

多様かつ変更が生じ得ることを念頭に置いたエスカレーターの安

全管理上の対策について検証が必要である。 

 

（c）について。 

（２）の④ エスカレーターの転落防止設備について、現状の標準等は物

体の落下防止に主眼が置かれており、人間の転落防止は想定されて

いないことが一般的である。物体の落下防止のための転落防止柵の、

人の転落防止設備としての有効性及び実現可能性について検証が

必要である。 

 

 

エスカレーターが広く普及し、また、吹き抜け等に設置されているものも少

なくないなかで、同種の転落事故が重大な事故へと至ることの蓋然性を考慮す

れば、消費者安全の視点から、より幅広い利用実態を考慮した、より高いレベ

ルの安全対策を検討する必要性があると考えられる。 

こうした問題意識から、当調査委員会は、これまで述べてきた諸点について

更に検証・解明が必要であると判断し、エスカレーターの利用時における重大

な事故の防止と被害軽減を目的に、消費者安全法第 24 条第３項に基づき自ら調

査を行うこととする。  
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５ おわりに 

 

エスカレーターは、身近で便利な移動手段として消費者の日常生活に必要

不可欠なものになっており、多くの利用者はエスカレーターが安全であるこ

とを当たり前のように信頼して利用している。 

本件事故は、極めて痛ましい死亡事故であり、私達は、エスカレーターに

潜む危険性を改めて認識し、二度と起きてはならない事故であることを心に

留めるべきである。 

エスカレーターのどこに、どのような危険があり、その危険はどのような

特性を持っているのか、いかなる形で事故となって現れてくるのか。これら

が社会に共有されることによって、安全な利用につながっていくことが大切

であり、このことは本評価書の目的のひとつともいえる。 
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